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当日の参加者は10名ほどで、地域外からの参加

はなかったものの、大正大学の学生が参加したこ

とで、参加者の年齢層の幅が広がり、多世代交流

の場となった。ワークショップ後には、「手軽な

わりに話が盛り上がった」との感想があった一方、

「新聞だと字が読みにくく、お年寄りにはハード

ルが高い」という声もあった。 

12月8日の〈ものづくり型〉ワークショップでは、

松かさ（松ぼっくり）を色塗りし、モールやビー

ズで飾りつけることで小さなクリスマスツリーを

作成した。さらに、ツリーづくりが難しそうな子

どもや、完成し終わって手持ち無沙汰になった子

ども用に、クリスマスにちなんだ、雪だるまやサ

ンタクロースなどの塗り絵も用意した。子ども向

けの企画にすることで、子育て世代まで対象を拡

大し、多世代交流を生み出すことをめざした。 

当日の参加者は14名ほどで、そのうち６名が子

どもであった。これは、ワークショップの対象が

子ども向けであったこともあるが、前回（11月10

日）に参加した町会長が町内の子ども会に案内を

してくださったということも影響している。また、

前回同様、町会会館の入り口を飾り付け、看板を

作成したことで、他地域に住む親子の飛び入り参

加にもつながった。 

参加者からは、「子どもと作ってみたいと思っ

ていたので楽しく参加できた」「町内住民ではな

いが、こういう地域のイベントが好きなので楽し

かった」「次もあればぜひ来たい」といったポジ

ティブな感想があり、コミュニティカフェのニー

ズも感じられた。 

各回で実施したアンケートから、第１回と第２

回では、60歳から70歳の参加者が多数を占めてい

たのに対し、第３回は若い親子の参加も見られた

こと、参加者は総じて市ノ坪地域の方が中心だっ

たが、苅宿、小田中、今井などの他地域の住民の

参加もあったこと、また、女性が多数を占めてい

たことが明らかになった。 

参加経路については、市ノ坪では地域住民間で
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のネットワーク（連絡網、口コミによる紹介）を

通しての参加が主な経路であった一方、他地域か

らは、市ノ坪上町内会の掲示板を通しての参加も

みられた。 

月に１度、計３回という期間ではあったが、地

域住民のネットワークを活用することで、住民の

ニーズを模索しながら、異なるテーマでカフェを

開催することができた。 

西巣鴨での実践に比べ、参加者数は少なかった

ものの、テーマやイベントでの楽しみを共有する

ことで、これまで接点のなかった住民同士が交流

できる可能性も感じられた。 

物理的、人的資源を持たない場所での「集いの

場」創出には、地域住民や自治会・町内会などの

理解と協力がいかに得られるかが重要であると同

時に、既存の組織が持つネットワークの強さは、

地域福祉の資源としても援用可能であることが示

唆された。 

 

５． むすびにかえて 

 

筆者らは、２地域での実践を通して得られた知

見から、コミュニティカフェの運営の手引き（リ

ーフレット）を作成し、配布した（写真－10）。

これは、本研究が社会実装をめざすものであり、

だれもが実践できるように知識の共有を進めるた

めである。 

リーフレットは、一般向けに作成したため、で

きるだけ平易な文章を心がけた。したがって、そ

こに記述しきれなかった学術的に重要な知見は、

以下にまとめる。 

（１）楽しさや居心地の良さの共有 

コミュニティカフェは、異なる世代の人が、楽

しさを共有することで、自然とコミュニケーショ

ンが深まる。問題意識が共通している人同士は、

顔を合わせた際、会話が発展しやすい。また、楽

しさを感じた人は継続して参加する傾向にあるし、

さらには口コミでの情報発信も行ってくれる。そ

のためには、対象の設定と、対象にあわせたワー

クショップの企画が重要になる。 

あわせて、キッズスペースの設置やレクレーシ

ョンや塗り絵などを用意するなど、ワークショッ

プのメインコンテンツの他に、サブ・コンテテン

ツ（暇つぶし）があると、参加者の多様なニーズ

に応えることができる。 

 

（２）情報伝達経路の確認 

市ノ坪でのコミュニティカフェでは、参加者の

多くが、地域住民間でのネットワーク（連絡網、

口コミ）によって情報を得ていた。その他、町内

会の掲示板と、会館に設置したチラシを見て知っ

た参加者もいた。しかし、顔の見える関係性から

の口コミが最も効果があることが分かった。 

一方、西巣鴨では、幼稚園や保育園など子ども

が集う場所へ広報することで、子ども経由で家族

の参加を促すことができた。 

したがって、対象に適した経路を探し出す必要

がある。町内会の掲示板での伝達が若年層にあま

り効果がない一方、SNSでの発信が高齢者に届かな

いのも、対象と経路のミスマッチからくるもので

ある。しかし、いずれの経路で参加しても、コミ

ュニティカフェ自体に楽しさや居心地の良さを感

じてもらえれば、継続して参加してもらえる傾向

にある。 

 

（３）地域との信頼関係の構築 

どれだけ良いワークショップを企画したとして

も、また、情報が伝わっていたとしても、運営団

体に対する信頼がなければ人は集まらない。 

この点に関して、市ノ坪では、時間をかけて町

会の信頼を得たことで、会場の借用から広報まで

多くの協力をいただいた。一方、西巣鴨では大正

大学のこれまでの地域貢献の実績と、コミュニテ

写真－10 リーフレット「コミュニティカフェの作り方」 
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ィカフェの継続性から活動への信頼性を得た。 

この中でも継続性はとくに重要で、活動を重ね

ることで、運営者と参加者、参加者と参加者の間

で、顔見知りの関係性が構築される。市ノ坪では

３か月にわたって実践する中で、認識され、定着

してきた感があった。西巣鴨のように、10回以上

開催していたら、地域住民のコミットメントはよ

り深いものになっていただろう。 

「集いの場」における非匿名性は、みまもり機

能の付与にもつながる。このステップが深まると、

世代交流、地域交流の場としてのコミュニティカ

フェが、援助希求の早期発見の場としてのコミュ

ニティカフェへと発展する可能性を持つ。 

 

以上、実践を通じてコミュニティカフェ成立の

要素とその可能性を示した。 

地域包括ケアシステムを支える私領域の活動と

して、地域住民の相互交流を生み出し、援助希求

を発見する「集いの場」は、今後ますます必要と

なるだろう。 

本研究で示したように、コミュニティカフェは

その「集いの場」になる可能性を持つものである。

他方、年々加入率が下がる自治会、町内会にとっ

ても、新たな地域住民の参加を促す機会ともなる。

多様な住民参加を促す地域づくりのひとつとして、

楽しさや居心地の良さを備えたコミュニティカフ

ェが果たしうる役割は大きい。 
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